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I. このシリーズの目的 

A. 主イエスの福音を理解するために、旧約聖書による信仰常識を再確認する 

B. 主イエスの福音は、旧約聖書による常識世界の中で語られ始めたから 

II. 主イエスが登場してきたときのユダヤ人の「宗教的常識」 

A. 神は聖である 

1. 聖：他のものとは区別されている 

2. この世界の時間・空間の外側におられる神 

3. この神と、どう接点を持ち、またどうやって受け入れられていくのか？ 

B. 人とは 

1. 神が人を造られた 

a) 神のイメージで人が創られた 

b) 神は愛→神の愛がイメージできるものとして人はつくられた 

2. 人には自由意志による選択がある 

a) 神に沿って生きるのではなく、神から離れ自分自身が神のようになって

何でも自分で取り仕切ることを選んだアダム（人） 

b) 神の側を選ぶことを神は人に期待するが、人は神の側を選ばないのが普

通になってしまった 

C. 神と人との交わりの回復のため、神が用意した方法 

1. 傷一つ無い完全な人を保護する一方、神から離れていく人、傷入りの人を滅

ぼすのも一つの方法（ノアの箱舟） 

2. しかし、神から離れていく人を、再び神との交わりの中に迎え入れる道を神

は用意 

3. 関係が壊れたとき、関係を壊した人間の方ではなく、関係を壊された方であ

る神が死ぬことで、関係崩壊の問題に決着をつけ、関係の回復を始めていく、

という段取りを、神はアブラム（アブラハム）に示された 

D. 神との関係回復の状態 

1. 義（ツェデク）とは、神の心との調和を意味 

2. 神との関係が回復し、人が神の心と調和していくのが交わり回復の目標 

3. 神の命令を正確に守るロボットではなく、心と心で通じ合う人 

E. 自分で考える道ではなく、神が与える道から神の心を知り、また神に近づく 

1. 神との接点であったモーセがしばらくいなくなったとき、不安に駆られ、神

に近づき、神とともにいる方法を自分で考え出してしまった民（金の子牛事
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件） 

2. 神が与える方法ではなく、自分の努力によって神に受け入れてもらえる資質、

功績を作り上げて神に届こうという方法を神は受け入れない 

F. 神の心を知るために 

1. 心と心で通じ合うために、人は神の心を知ることが必要 

2. そこでトーラー（道・ガイドを意味、邦訳は律法）を神は与えられた 

3. このトーラーを読み、また実行しようと取り組む中で、人は神の御心をとら

え、神とはどういう方なのかを知っていく 

4. 神が用意された道で神に近づくのが鉄則 

G. そのトーラーの限界 

1. 神が示す道・ガイドに対し、完璧に忠実であるなら問題ない 

2. しかし、人は神の示す道・ガイドを前に、神レベルで対応できない現実をまざ

まざと知らされる 

3. そこで、神殿で繰り返し、罪過のささげものに励むが、神の心との調和という

義の状態にはなれない現実を心苦しく生きる 

4. いつか救い主が登場し、この心苦しい毎日から解放され、神によって安心で

きる毎日が過ごせることを期待 

5. 因みに、主イエスの時代の人たちは、政治的解放者の登場を「救い主」にイメ

ージし、他国の圧政から解放されることで、心置きなく神さまが礼拝できる

と考えていた（心の変化ではなく、環境の変化によって、神との豊かな歩みが

始まる） 

III. 主イエスによる解決 

A. 御心外しの問題について 

1. 神が死ぬことで人間の御心外し問題に決着をつけ、神と人との真の関係が始

まるという、神がアブラムに示した計画が、イエス・キリストにおいて実行さ

れた 

2. キリストの十字架によって、御心外し問題についてのケジメがつけられ、神

と調和しながら生きていく道が開かれた 

B. 主イエスの解決のうちに生きる私たち 

1. 頑張って御心を履行して受け入れてもらう生き方ではなく、赦されて受け入

れて頂くという生き方 

2. 赦されるからといって怠惰に走ることはせず、神が示す道・ガイドに沿って

取り組む。そうすると…… 

a) 愛の御心の深さをさらに知り、それによって赦しの深さを新たに知り、

さらに神と隣人を深く愛していく 

b) 聖霊によって注がれる愛によって愛の御心の実行に取り組む中で、人は

愛に成長し、愛の栄光をさらに表す人へと変えられていく 
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IV. まとめ 

A. この世界の外におられる、生きておられる神へ向かっているという人生の方向性 

B. キリストの十字架による解決のおかげで、御心が出来るようになって受け入れら

れるのではなく、赦されて受け入れられる 

C. その赦しは完璧なので、傷一つ無い状態（トム）にしてもらい、神に受け入れられ

ていく 

D. そこで、自分を赦して受け入れようという神の優しさに心から信頼し、御心外しを

やってしまったら、傷一つ無い状態にすぐに回復して頂くために、すぐに神に詫び

を入れて、神とのわだかまりの無い穏やかな関係の維持に励む（シュルム） 

E. シュルムでいなさい、トムとして神の前に立つために（Ⅰテサロニケ 5:22～24） 

1. 新改訳 2017 

あらゆる形の悪から離れなさい。平和の神ご自身が、あなたがたを完

全に聖なるものとしてくださいますように。あなたがたの霊、たまし

い、からだのすべてが、私たちの主イエス・キリストの来臨のときに、

責められるところのないものとして保たれていますように。あなたが

たを召された方は真実ですから、そのようにしてくださいます。（Ⅰテ

サロニケ 5:22～24） 

2. 用語解説 

a) 聖：道徳的に立派という意味ではなく、他とは分け隔てられているとい

う意味。この文脈ではキリストのみによって生きること 

b) 完全に：あらゆることにおいて徹底してキリストにより、つまりシュル

ム 

c) 責められるところのないもの：傷一つ無い、つまりトム 

d) 真実ですから：安心して頼れるから 

e) そのようにしてくださいます：してくださることを強調する語がギリシ

ア語新約聖書にはあるが、新改訳 2017 では略されている 

3. 大胆な意訳 

あらゆる形の悪から離れなさい。平和の神ご自身が、あなたがたを、

何であってもキリストによって取り組むという、神に対して何のわだ

かまりの無いシュルムの人としてくださいますように。そうして、あ

なたがたの霊、たましい、からだのすべてが、私たちの主イエス・キリ

ストの来臨のときに、傷一つ無いというトムの状態として保たれてい

ますように。あなたがたを救いへと召し入れてくださった方は安心し

て頼れる方ですから、必ずそのようにしてくださいます。 

Soli Deo grolia 

（栄光、ただ神のみにあれ） 
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Soli Deo gloria 

（栄光、神のみにあれ） 


